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2広報かさま 2023年12月号　市長コラム・今月のピックアップ

「
4
度
目
の
挑
戦
」

　
環
境
省
が
令
和
４
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
脱
炭
素
社
会

実
現
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

と
し
て
全
国
か
ら
1
0
0
自
治
体
を
選
定
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
の
自
治
体
を
対
象
に
先
進
的
な

取
り
組
み
の
提
案
を
募
集
し
て
い
る
も
の
で
、
１
回
の
募

集
に
つ
き
、20
前
後
の
自
治
体
を
審
査
会
で
選
定
し
ま
す
。

選
定
さ
れ
た
自
治
体
の
脱
炭
素
に
向
け
た
事
業
に
対
し
て

は
、
国
か
ら
補
助
金
の
割
り
増
し
や
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
４
回
の
公
募
が
あ
り
、
本
市
は
３
回
応
募
し

ま
し
た
。
直
近
で
は
今
年
の
10
月
に
も
応
募
し
ま
し
た

が
、
力
が
足
り
ず
選
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
市
の
提
案
は
、市
内
で
一
定
の
エ
リ
ア
を
指
定
し
て
、

個
人
住
宅
や
事
業
所
、
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
・
蓄

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
や
、
駐
車
場
の
屋
根
へ
の
太
陽
光
設

置
、
空
き
家
を
活
用
し
た
再
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
整
備
な
ど

の
ほ
か
、
太
陽
光
設
備
の
20
年
後
の
廃
棄
に
向
け
た
取
り

組
み
等
が
中
心
で
し
た
。
提
案
の
際
は
、
民
間
企
業
や
計

画
エ
リ
ア
内
の
区
長
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
方
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
来
年
２
月
に
は
、
５
回
目
の
募
集
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
は
、
引
き
続
き
４
回
目
の
挑
戦
を
し
ま
す
。
過

去
３
回
の
申
請
で
の
反
省
点
を
踏
ま
え
て
、
今
度
は
必
ず

選
定
さ
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
そ
し
て
、
脱
炭
素
に
向

け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
は
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

脱炭素を目指した公用車（EV車）のカーラッピング

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
5
年
秋
の
叙
勲

旭
日
単
光
章

永な
が
た田

　
良よ
し
お夫
さ
ん
（
福
島
）

元
・（
有
）ナ
ガ
タ
フ
ー
ズ
社
長

瑞
宝
中
綬
章

江え
だ田

　
弘ひ
ろ
し

さ
ん
（
大
田
町
）

茨
城
大
学
名
誉
教
授

瑞
宝
双
光
章

佐さ
と
う藤

　
浩こ
う
い
ち一
さ
ん
（
石
井
）

元
・
日
本
郵
政
公
社
職
員

（
特
定
郵
便
局
長
）

第
41
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
小こ
も
り森

　
淸き
よ
し

さ
ん
（
旭
町
）

元
・
警
視
正

瑞
宝
双
光
章
島し

ま
だ田

　
光み
つ
お夫

さ
ん
（
南
友
部
）
元
・
茨
城
県
警
視

瑞
宝
双
光
章
須す

ど
う藤

　
敏と
し
お夫

さ
ん
（
小
原
）

元
・
茨
城
県
警
部
　

瑞
宝
単
光
章
小こ

に
し西

　
保た
も
つ

さ
ん
（
福
田
）

元
・
茨
城
県
警
部

高
齢
者
叙
勲（
６
月
～
11
月
）

瑞
宝
双
光
章
桑く
わ
の野

　
勝か
つ
お雄
さ
ん
（
東
平
）

元
　
公
立
小
学
校
長

（
茨
城
県
）



お知らせ

●窓口延長サービス

●SNS

●１月の休日救急診療当番（午前9時～午後5時）

日曜日：市役所本所　午前8時30分～正午　市民課（交付業務のみ）、収税課（月末のみ）

最新の情報は
市公式SNSで
チェック！

※平日夜間午後7時～9時（土曜日・祝日・年末年始を
　除く）は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※当番医は変更になる場合がありますので電話確認の上、
　受診してください。
※急な病気で心配なとき、医療機関をお探しのときは
　以下をご利用ください。24時間365日対応です。
　子ども救急電話相談  
　短縮ダイヤル #8000  または TEL.050-5445-2856
　おとな救急電話相談  
　短縮ダイヤル #7119  または TEL.050-5445-2856

※年末年始（12月29日～１月３日）を除く　　※上記以外の窓口の延長は行っていません。

毎週日曜 笠間市立病院　TEL.0296-77-0034
１月１日（月）年末年始
　（笠間地区） 下田整形外科 TEL.0296-73-0858
　（友部・岩間地区） わたなべ整形外科 TEL.0296-70-5577
１月２日（火）年末年始
　（笠間地区） 佐藤医院 TEL.0296-72-0032
　（友部・岩間地区） 本多内科循環器科医院 TEL.0299-37-8556
１月３日（水）年末年始
　（笠間地区） 磯医院 TEL.0296-74-4790
　（友部・岩間地区） 山本内科小児科医院 TEL.0296-71-2232
１月８日（月・祝）成人の日 メディカルケアクリニックかさま
   TEL.0296-71-8585

メールマガジン
かさめ～る

（旧ツイッター） Threads
（スレッズ）

3 目次・お知らせ　広報かさま 2023年12月号

［表紙］
11月５日に行われた「第二回リーダ
ースクラブ交流会」で撮影した写真
です。
県内で活動するリーダースクラブ

（高校生会）同士で交流しました。
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ま
ち
お
こ
し
の
ス
パ
イ
ス

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
が
平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
制
度
で
、
都
市
部
の
意
欲
あ
る

人
材
が
地
方
へ
移
住（
最
長
３
年
）し
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
目
的
と
し
た
支
援
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

まちあるきでは地元で大切にされている
スポットを訪ねます

ストローハウス・ワークショップの様子

笠間の里山の美しい景観

「岩間まちあるき」「いなだ里山まちあるき」の
各リーフレット

8広報かさま 2023年12月号　まちおこしのスパイス

かさまのまちを楽しく再発見！

三
みかみ

上　紀
のりこ

子 隊員
58歳　東京都から移住

●問　企業誘致・移住推進課（内線592）

フェイスブックも
ご覧ください

笠
間
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
と
し
て

2
0
2
2
年
９
月
に
入
隊
し
て
、
１
年
と
３
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。

私
の
活
動
テ
ー
マ
は
、〈
ま
ち
の
継
承
〉で
す
。

〈
ま
ち
の
継
承
〉
と
一
言
で
言
っ
て
も
そ
の
要

素
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
産
業
振
興
も
あ
れ
ば
施
設
の

運
営
管
理
、
さ
ら
に
は
景
観
の
保
全
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
私
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

「
ま
ち
づ
く
り
・
建
築
」の
部
分
で
す
。

こ
の
１
年
は
主
に“
ま
ち
あ
る
き
”
と“
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
”を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

“
ま
ち
あ
る
き
”
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
ま

ち
を
歩
く
こ
と
を
通
し
て
、
ま
ち
の
再
発
見
・
再

発
掘
を
行
い
ま
す
。
笠
間
は
歴
史
の
あ
る
ま
ち
で

す
。
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
で
あ
る
笠
間
な
ら
で
は

の
、
ま
ち
の
魅
力
や
ま
ち
の
物
語
が
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
れ
ら
を
発
見
す
る
の
が“
ま
ち
あ
る
き
”

の
第
一
の
目
的
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
史
跡
名
勝

を
訪
ね
る
こ
と
に
加
え
て
、
普
段
の
生
活
の
中
で

地
域
の
方
が
大
切
に
し
て
い
る
場
所
や
、
昔
か
ら

引
き
継
が
れ
て
き
た
愛
着
が
あ
る
場
所
な
ど
も
訪

ね
歩
き
ま
す
。『
笠
間
の
生
活
文
化
』＝『
ま
ち
の

資
産
』と
位
置
づ
け
、ま
ち
の
中
に
眠
る〈
景
観
〉

や〈
場
所
〉
を
再
発
掘
・
再
発
見
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
と
相
互
に
触
れ
合
う
機
会

を
創
発
し
、“
ま
ち
あ
る
き
”
で
見
つ
け
た
心
和

む
場
所
や
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
シ

ェ
ア
し
て
い
く
活
動
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。一

方
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、昨
年
度
か
ら「
ス

ト
ロ
ー
ハ
ウ
ス
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
小

学
校
や
市
内
の
施
設
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
ロ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
ス
ト
ロ
ー
と
ク
リ
ッ
プ

と
い
う
身
近
な
材
料
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
も
の

で
、
造
形
を
楽
し
み
な
が
ら
、
遊
び
を
通
し
て
力

の
バ
ラ
ン
ス
を
直
感
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
防
災
教
育
に
も
役
立
ち
ま
す
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
冒
頭
で
は
、子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、

紙
芝
居
形
式
で
三
角
形
を
構
成
す
る
ト
ラ
ス
や
斜

め
材
の
筋
交
い
な
ど
、
地
震
に
強
い
建
物
を
支
え

る
構
造
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
話
し
ま
す
。
そ
し

て
な
に
よ
り
も
、“
強
く
て
美
し
い
”
建
物
づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
ど
も
た
ち
の
創
造
力
は

す
ば
ら
し
く
、
私
も
毎
回
大
き
な
刺
激
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
は
親
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の「
ス
ト
ロ
ー
ハ
ウ
ス
・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
は
、
出
前
講
座
も
行
い
ま
す
の
で
、
是

非
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
建
物
や
場
所
に
は
、
必
ず
暮
ら
し
に
お

け
る
成
り
立
ち
の
中
で
の
地
域
の
歴
史
や
物
語
が

あ
り
ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
は
つ
い
見
過
ご

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、こ
れ
ら
は
立
派
な“
文

化
景
観
”と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
と
ま
ち
な
か
を
探
索
す

る『
た
て
も
の
探
偵
団
』
な
ど
の
活
動
も
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



からだと
向き合う

かさま健活スタイル 月ごとの強化項目を取り入れて
自分のこころとからだにちょっといい健康づくり

9 からだと向き合う　広報かさま 2023年12月号

●問　健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

12月の強化項目

予防しよう！
『感染症』

風邪やインフルエンザの流行時期です！
うがい・手洗いを習慣にして、栄養・休養・睡眠
をしっかり取り、感染症を予防しましょう。

ワクチンを活用して
健康な生活を送りましょう

ワクチンを活用して
健康な生活を送りましょう

ワクチンを活用して
健康な生活を送りましょう

●問　市立病院　TEL.0296-77-0034

シニア世代に推奨されるワクチン

薬剤師　　松
まつもと

本　明
あきお

男

　
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
だ
け
で
な
く
、
実
は
シ
ニ
ア
世
代
も
受
け
て
お
い
た
方

が
良
い
ワ
ク
チ
ン
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
推
奨
さ
れ
る

ワ
ク
チ
ン
の
代
表
的
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
感
染
す
る
と
肺
炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重
い
合
併
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
３
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。
①
以
外
は
自

費
に
な
り
ま
す
。

①
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
（
23
価
型
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
）

　
65
歳
以
上
の
方
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
肺
炎
球
菌

に
よ
る
病
気
の
罹
患
リ
ス
ク
が
高
い
方
は
、
定
期
接
種

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
接
種
率
は
、
令
和
２
年
度
で

15
・
8
％
と
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　
予
防
効
果
は
、
３
〜
５
年
で
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
５
年
ご
と
の
接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
プ
レ
ベ
ナ
ー
（
13
価
型
）

　
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
よ
り
も
免
疫
が
付
き
や
す
く
効

果
が
持
続
し
ま
す
。

　
65
歳
以
上
や
肺
炎
球
菌
に
よ
る
疾
患
に
罹
患
す
る
リ

ス
ク
が
高
い
方
が
対
象
で
す
。

　
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
と
併
用
す
る
場
合
に
は
１
年
以

上
の
間
隔
が
必
要
で
す
。

③
バ
ク
ニ
ュ
バ
ン
ス
（
15
価
型
）

　
2
0
2
2
年
９
月
に
承
認
さ
れ
た
新
し
い
ワ
ク
チ
ン

で
す
。プ
レ
ベ
ナ
ー
に
２
種
類
の
血
清
型
が
追
加
さ
れ
、

プ
レ
ベ
ナ
ー
と
同
様
に
効
果
が
長
く
続
き
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
と
併
用
す
る
場
合
や
対
象
は
、

プ
レ
ベ
ナ
ー
と
同
様
で
す
。

２
．
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

　
水
ぼ
う
そ
う
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
加
齢
や

ス
ト
レ
ス
、
疲
労
な
ど
に
よ
り
免
疫
力
が
低
下
す
る
と
発

症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
80
歳
ま
で
に
約
３
人
に
１
人
が

発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
強
い
痛
み
を
伴
う
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
（
Ｐ
Ｈ
Ｎ
）
が

長
く
残
る
こ
と
が
あ
り
、
50
歳
以
上
の
約
２
割
が
Ｐ
Ｈ
Ｎ

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
費
に
は
な
り
ま
す
が
、

次
の
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。

①
水
痘
ワ
ク
チ
ン
（
生
ワ
ク
チ
ン
）

　
50
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。
接
種
は
１
回
で
す
。

徐
々
に
効
果
は
弱
ま
り
ま
す
が
、
５
年
程
度
は
有
効
で

す
。

②
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
（
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
）

　
50
歳
以
上
の
方
や
病
気
・
治
療
の
影
響
で
免
疫
が
低

下
し
た
18
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

　
水
痘
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ
発
症
予
防
効
果
が
高
く
、
そ

の
効
果
が
長
く
続
き
ま
す
。
２
回
接
種
し
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
以
外
に
も
推
奨
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
が

あ
り
ま
す
。
主
治
医
や
薬
剤
師
に
一
度
相
談
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？



情報しっとく日和
知って得する暮らしの情報を紹介します。

気になる情報を見つけたら、アクションをおこしましょう。

日時　　　場所　　　料金　　　問い合わせ　　　申し込み問

やさしい保険プラザは
生命保険・損害保険を扱う

保険ショップです

やさしい保険プラザは
生命保険・損害保険を扱う

保険ショップです

Instagram始めました！　Facebookもご覧ください！Instagram始めました！　Facebookもご覧ください！

保険募集代理店　株式会社オールワンエージェント

住所：笠間市住吉1567-39
T EL：0296-71-9050

～今年もお世話になりました。ありがとうございます。引き続きよろしくお願いいたします。～

保険見直し 保険加入 保険相談
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12月の納税等
納期限：12月25日（月）
●固定資産税（３期）
●国民健康保険税（６期）
●後期高齢者医療保険料（６期）
●介護保険料（５期）

※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納付を
お願いします。

※納付は、簡単で便利な口座振替を。
※口座振替で納付の方は、預金残高の確認を。

子育て 講演 相談 お知らせイベント展覧会募集教育 スポーツ

　音楽を通して、障がいがある人もない人も一緒に楽しめ
る「みんなの音楽祭」を開催します。ぜひご来場ください。
　また、当日に参加者の誘導や機材の出し入れなどのお手
伝いをしていただくボランティアを募集しています。ボラ
ンティア参加を希望の方は、令和６年１月10日（水）まで
にお申し込みください。

令和６年１月20日（土）
  　午後０時45分～４時30分
問 笠間公民館　大ホール（笠間市石井2068-1）
　　※入場無料

内　　容　合唱、演奏、ダンス等
発表団体　市内の障がい者（児）団体、福祉施設、
　　　　　在宅障がい者（児）等

　市では、働く女性や起業する女性、子育て中の女性、再
就職を考えている女性などの活躍を応援するためのサイト
を開設しました。
　創業や資格取得など、チャレンジする女性を応援する内
容のほか、女性のライフステージやライフスタイルに応じ
た、役立つ情報を一元的に発信します。
　今後は、市からの情報やお知らせだけ
ではなく、お子さんが一緒でもゆっくり
食事ができるカフェなど、市民の皆さん
から投稿されたおすすめ情報も発信し、
親しみやすいサイトを目指していきます。

第14回
「♪みんなの音楽祭♪」を開催します

女性活躍応援サイト
「キラリかさま」開設

「キラリかさま」の
サイトはこちら

ぜひ見に来て
ください

ぜひ見に来て
ください

●問・●申 笠間支所保険福祉課（内線72132）

●問  総務課（内線132）



今年１月の式典の様子（一斉放水）
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市ホームページは
こちら

●問  消防総務課　TEL.0296-73-0119

　一年の消防防災への気持ちを新たにするため、笠間市消
防団と笠間市消防本部合同の出初式を開催します。
　消防団員・消防職員、総勢約400名による分列行進や消
防団による一斉放水披露のほか、体験会場では、はしご車
の搭乗体験や救助工作車および救助資機材の展示を予定し
ていますので、ぜひお越しください。

令和６年１月８日（月・祝）　午前10時～正午
問 ⃝大池公園（式典会場）

⃝笠間ショッピングセンターポレポレシティ
　西側駐車場（体験会場）

内　容　⑴ 式典
⃝日本ウェルネス高等学校吹奏楽部の演奏に
　よる分列行進
⃝一斉放水披露

　　　　⑵ 体験会場
⃝はしご車の搭乗体験
　（整理券配布：午前９時30分～、先着24組）
⃝救助工作車および救助資機材の展示
⃝子ども用制服、防火衣の試着体験

新春恒例「笠間市消防出初式」を開催します

友部駅北口駐車場の利用について

　県道路公社では、駅利用者の利便性向上のため、友部駅北口
駐車場を運営しています。駅まで徒歩３分で、JR常磐線・水
戸線の利用に便利です。
　利用料／１日500円
　　　　　月額5,300円

茨城県道路公社　TEL.029-301-1131
　  http://www.i-road.or.jp

駐車場案内図

ぜひ見に来て
ください



笠間市土師 ：

笠間市に生活習慣病に特化した 時間のフィットネスジムがオープン！
生活習慣病の方だけではなく幅広くご利用頂いてます！

お問い合わせは
からお願い

します➡➡➡

連携しているあお整骨院や
近隣病院に通ったことがある方は
月会費がお得になります！

『無料体験予約受付中！』

入会キャンペーン

※入会キャンペーン12月27日まで

 

マシンサポート￥②
 

どちらか無料！お好きな方をお選びください！

① 体験パーソナルトレーニング￥
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●問　税務課（内線110）

償却資産（固定資産税）の申告をお願いします
　償却資産とは、個人または法人で工場や商店などを経営している方が、その事業のために用いることができる構築物、機
械、装置、工具、器具・備品（土地・家屋を除く）および個人で所有している太陽光発電設備等のことです。令和６年１月
１日現在で償却資産を所有している方は、申告をお願いします。
　なお、申告した償却資産の課税標準額の合計が150万円に満たないときは、課税されません。

　家屋の屋根や土地等に太陽光パネルを設置して売電する場合には、設置した太陽光パネル等の設備は固定資産税（償却資
産または家屋）の対象となります。
　「償却資産」に該当する設備を所有されている方は、償却資産（固定資産税）の申告をお願いします。

●太陽光発電設備等（再生可能エネルギー発電設備）に係る課税について

【申告が必要な方】○令和６年１月１日現在、市内で事業を営んでいる個人または法人および太陽光発電設備等を所有して
いる個人
○令和６年１月１日現在、市内で事業は営んでいないが、市内にある事業用の償却資産を貸し付けてい
る個人または法人

【申告期限】令和６年１月31日（水）
【申告方法】昨年まで申告している方は、１年間の償却資産の増減を申告してください。

ただし、昨年電算申告をした方、事業を始めた方、新たに申告する方は、令和６年１月１日現在所有している
償却資産すべてを申告してください。昨年申告があった方には申告用紙または案内はがきを郵送しています
が、新たに申告する方や申告用紙が届いていない方は、税務課までご連絡ください。
なお、申告書提出の際には、申告者の法人番号または個人番号の記載が必要です。

◆償却資産の対象となるもの（業種別の例）
共 　 　 通 パソコン、コピー機、応接セット、看板、広告塔、舗装路面、駐車設備、太陽光発電など
建　 設　 業 ブルドーザー、パワーショベル、フォークリフト、大型特殊自動車、発電機など
料理飲食店業 厨房設備、冷凍庫、冷蔵庫、接客用家具、カラオケ機器など
小　 売　 業 陳列台、陳列ケース（冷凍機・冷蔵機付を含む）、日よけなど
医 （ 歯 ） 業 医療機器（ベッド、レントゲン装置、手術機器、歯科診療ユニット等）、調剤機器など
不動産貸付業 門扉・塀・緑化設備などの外構工事、駐車場等の舗装および機械設備など
理容・美容業 理容・美容椅子、洗面設備、消毒殺菌設備、サインポールなど
農 　 　 業 農業用機械類

◆償却資産の対象とならないもの（主な例）
・自動車税、軽自動車税の対象となる自動車、小型自動車
・取得価額が20万円未満の償却資産を、税務会計上３年で一括償却しているもの
・耐用年数が１年未満または取得価額が10万円未満の資産で、法人税法または所得税法の規定により一時に損金または必
要経費に算入するもの

設置者 10kw以上の太陽光発電設備 10kw未満の太陽光発電設備

個　人
（住宅用）

（ア）家屋の屋根などに設置し
て、発電量の全量または
余剰を売電される場合は、
事業用資産となるため課
税の対象となり、申告が
必要です。

（イ）事業用資産とはなりませ
んので、課税対象にはな
りません。

個　人
（事業用） （ウ）事業の用に供している資産となるため、発電出力量や売電

量にかかわらず課税の対象となり、申告が必要です。　
法　人

《設置者および発電規模別課税区分》

◇診断チャート◇

設置者は法人ですか？個人ですか？　

事業用ですか？

（ウ）

（ウ）

（ア）

（イ）

10kw以上の太陽光発電設備ですか？

（個人）

（法人）

（はい）

（はい）
（いいえ）

（いいえ）
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●問　資源循環課（内線129）

令和５年度
年末年始のごみ収集、し尿くみ取り・浄化槽清掃について

〇家庭ごみの収集について　【市内全地区】

12月
28日（木） 29日（金） 30日（土） 31日（日） １月

１日（月・祝） ２日（火） ３日（水） ４日（木） ５日（金）

可燃ごみ
不燃ごみ
資源物

通常通り

通常通り
※第５週の

ため
資源物収集

なし

通常通り
※第５週の

ため
資源物収集

なし

休み 休み 休み 休み 通常通り 通常通り

・12月31日～令和６年１月３日は、家庭ごみの収集は休みとなります。
・１月４日より通常通り収集します。お住まいの地域の収集日の午前８時までにごみを出してください。

〇環境センターへの持ち込みについて　【市内全地区】

12月
28日（木） 29日（金） 30日（土） 31日（日） １月

１日（月・祝） ２日（火） ３日（水） ４日（木） ５日（金）

持ち込み 通常通り 休み 休み 休み 休み 休み 休み 通常通り 通常通り

・12月29日～令和６年１月３日は、環境センターへのごみの持ち込みは休みとなります。
・12月20日〜28日および令和６年１月４日〜10日は、ごみの持ち込みが大変混み合います。持ち込む時期を早めるなど
のご協力をお願いします。

〇し尿くみ取り・浄化槽清掃について　【市内全地区】

12月
28日（木） 29日（金） 30日（土） 31日（日） １月

１日（月・祝） ２日（火） ３日（水） ４日（木） ５日（金）

くみ取り・
清掃

午前中
のみ

通常通り

・12月28日は午前中のみとなります。12月28日午後～令和６年１月４日は休みとなります。５日以降は通常通り、土曜
日・日曜日・祝日が休みとなります。

・年末年始は予約が混み合いますので、くみ取り・浄化槽清掃は早めに依頼してください。

◎笠間市環境センター　笠間市長兎路仁古田入会地 1－62　TEL.0296-77-2416
　【持込受付】月～金曜日（土曜日・日曜日と年末年始は休みです）　午前９時～正午／午後１時～５時
　【処理手数料】ごみの種類にかかわらず、家庭ごみの持ち込み10㎏につき100円
　　　　　　　 ※10㎏未満の場合でも、100円となります。



畳表替え
襖張替え
障子張替え（大）
アミ戸張替え（大）

……4,500円～
……3,300円～
…2,300円　
…2,500円　

◎オーダーカーテンもやってます

（
税
込
）

今年も沢山のご愛顧
ありがとうございました。
残りわずかとなりましたが、

良いお年を！
２周年感謝祭！！

12月16土・17日12月16土・17日
ショールーム

お見積り特典あり！！
お楽しみに！

冬のキッズスクール体験教室!!冬のキッズスクール体験教室!!
対象：3歳～小学生

日程や特典などは２次元コードから特設ページにてご確認ください。

大好評 受付中！！ご予約はお早めにどうぞ！

ご予約はお電話からも
可能です。

体育スクール

スイミングスクール ダンススクール

プラザ笠間 

0296-70-1551

特設ページへGO！！

体験予約もこちらからどうぞ！
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新型コロナワクチン情報新型コロナワクチン情報
新型コロナワクチンの特例臨時接種期間は

令和６年３月31日までです！
笠間市予約・相談センターは

令和５年12月28日で閉鎖します。

　新型コロナワクチンの特例臨時接種は令和６年３月31
日（日）で終了します。生後６か月以上の方で「初回接種」
や「令和５年秋開始接種」を希望される方は、早めに予約
を取り接種を受けてください。対象者や接種可能な医療機
関等の詳細は、市ホームページ（下の二次元コード）でご
確認ください。
※接種券がお手元にない場合は、笠間市予約・相談センタ
ーへご連絡ください。

　新型コロナワクチンの接種券の再発行や集団接種の予約
受付等を行う笠間市予約・相談センター（TEL.0570-052-
567／有料）は、令和５年12月28日（木）で閉鎖します。
接種券の再発行は引き続き、いばらき電子申請・届出サー
ビス、または感染症対策室で受け付けます。

市ホームページ
⃝初回接種・令和５年秋開始接種・接種券の再発行
⃝笠間市に転入した方の接種券申請方法　など

第２日曜日

天狗の郷
バザール
de
いわま

令和６年１月14日（日）

　　午前９時～午後３時

問 地域交流センターいわま「あたご」

根本（TEL.090-3009-7883）

令和６年１月28日（日）　午前９時～午後１時

問 地域交流センターともべ「トモア」まちの広場

柏崎（TEL.090-1880-6317）

友部駅前フリーマーケット
第４日曜日

ぜひ見に来て
ください

ぜひ見に来て
ください

●問 笠間市予約・相談センター　TEL.0570-052-567（有料）※12月28日まで
　  健康医療政策課 感染症対策室（地域医療センターかさま内）　TEL.0296-77-9145
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創業98年 トータルリフォーム

ふるさと納税返礼品提供しています

嶋 田 畳 店
嶋　田　和　也

ふすま・障子・クロス・カーテン・網戸・ハウスクリーニング

全国畳産業振興会認定 
畳ドクター

〒309-1724　
茨城県笠間市大古山72 TEL 0296-77-3091

畳制作一級畳技能士
職 業 訓 練 指 導 員
品 質 管 理 責 任 者
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新たな清掃施設の整備計画を進めています
　笠間市環境センターは平成４年の稼働から31年が経過し、施設や
設備の老朽化が進み、修繕費の負担が課題となっていることから、
令和10年度の稼働に向けて新たな清掃施設の整備計画を策定してい
ます。

●問 資源循環課（内線130）

基本方針 方針内容

１）安心・安全・安定的な施設

・公害防止基準を遵守し、環境保全対策に注力すること
・事故やトラブル等が少ない安全で安定的な施設とすること
・災害が発生した際にも安定した稼働ができる施設とすること
・ごみ処理量やごみの質による変動にも対応でき、長期間にわたり安定した稼働を持続的に

行うことができる施設とすること

２）環境負荷低減可能な施設

・本市が掲げている環境負荷ゼロへの挑戦（ゼロカーボンシティ宣言、プラスチックごみゼロ
宣言）のもと、環境負荷軽減となる施設とするため、温室効果ガスの排出削減に配慮する
こと

・循環型社会の構築に向けてごみの減量化および資源化を適正に行うための施設とすること

３）経済性に優れた施設
・建設から管理・運営まで経済性・効率性が高い整備とすること
・エネルギー回収効率の高い発電設備等を備え、発電した電力を有効に利用すること

４）地域と共存する施設
・環境への関心を高めることを目指し、市民が環境学習の場として活用でき、3R＋

R
リニューアブル

enewable（削減、再利用、再資源＋再生可能）の意識向上に寄与することができる施設
とすること

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

施 設 整 備 計 画

設計・建設工事

清 掃 施 設 稼 働

＜新たな施設の整備基本方針＞

＜施設整備予定地について＞

整備スケジュール（予定）

環境センター

施設整備予定地

ゆかいふれあいセンター

環境センター



情報しっとく日和

地域密着！お庭の外構工事はお任せください！
●駐車場コンクリート舗装
●フェンス・境界ブロック
●雑草対策（砕石敷き・レンガ敷き）
●天然芝・人工芝
●カーポート・テラス屋根
●ウッドデッキ 施工事例多数

お気軽にご相談ください！！

外　構　工　事　専　門　店
茨城県石岡市東成井911

伊勢山技建株式会社

見積もり・相談無料

伊勢山　技建検索 ☎ 0299-56-6022
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エコフロンティアかさま監視委員会 

資源循環課（内線128）問

今月の委員会開催について

実施日：10月26日

環境モニタリング（四季調査：４～９月分）について、事業団より説明を受けました。

　四季調査については、笠間東公園、
地域交流センター高田（旧高田公民
館）、上市原地区の３か所で、５・８
月に大気環境を測定した結果、すべて
の項目で環境基準値または環境目標濃
度を下回っていました。また、連続監
視についても、環境基準値以下でし
た。
　なお、連続監視については、溶融処
理施設からの排ガスの影響をモニタリ
ングしていたもので、溶融施設の廃止
に伴い、令和５年９月末をもって測定
停止となりました。

　騒音については、夏季の昼間・夜間に
環境基準値をわずかに超過していました
が、昆虫の鳴き声等が原因と考えられま
す。道路交通騒音は、春季の夜間と夏季
の夜間に環境基準値をわずかに超過して
いましたが、昨年度と大きな変動はな
く、開業前と同程度でした。
　振動については、環境振動が測定限界
値未満、道路交通振動は要請限度を大き
く下回っていました。
　悪臭については、敷地境界、笠間東公
園ともに規制基準を大きく下回っていま
した。

一般大気 騒音・振動・悪臭

日　時：12月21日（木）午後2時～
場　所：エコフロンティアかさま管理棟２階
　　　　多目的会議室（笠間市福田165-１）
傍聴申込期限：12月21日（木）午前9時まで　

内　容：⑴前回会議録確認
　　　　⑵監視活動・意見交換等
　　　　⑶今後の監視活動計画（案）

　災害情報テレフォンサービス（0296-73-0919）は、令和
５年12月31日で終了します。当案内サービス終了後の災
害情報については、市ホームページ内の「かさめ〜る」に
登録し、情報配信サービスをご利用ください。
　なお、いばらき消防指令センターホームページ内の災害
情報からも確認できます。

※「かさめ〜る」の登録方法については
市ホームページ（右の二次元コード）
をご参照ください。

災害情報テレフォンサービスの
終了について

「かさめ〜る」に
ついて

いばらき消防
指令センター
ホームページ

くらしの相談

特設無料人権相談

令和６年１月17日（水）　午前10時～午後３時
問 地域福祉センターともべ（笠間市美原3-2-11）

水戸地方法務局（TEL.029-227-9919）

行政書士無料相談会

令和６年１月17日（水）　午後１時～４時
問 市役所本所　（笠間市中央3-2-1）

茨城県行政書士会（TEL.029-305-3731）

ぜひ見に来て
ください

ぜひ見に来て
ください

●問  警防課　TEL.0296-73-0119



このコーナーでは、市の環境に関する取り組みや、
くらしに役立つ情報を紹介します。
◦S

サステナ

ustaina には、「持続可能な〜」という意味を込めています。
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　地球温暖化や気候変動、環境問題の現状と将来予測を学び、「私たちの未来
がどうなるのか」「私たちは今何をすべきなのか」を一緒に考えてみませんか。
日　時：12月21日（木）　午後６時30分〜
場　所：友部公民館　大ホール（笠間市中央3-3-6）
講　師：茨城大学特命教授・前学長　三

みむら
村 信

のぶお
男さん

参加費：無料

　その他、詳しくは市ホームページ（右の二次元コード）をご覧ください。
　当日参加も可能ですので、ご来場をお待ちしています。

講演会「地球温暖化と私たちの未来
　　　　　～ゼロカーボンシティの実現に向けて～」を
　　　　　　　　　　　　　　　　開催します

●問  環境政策課（内線125）

冷たい風が吹き始め、冬がやって来ました。
エネルギーの消費が増えるこの季節、エコなアイデアを取り入れた

暖かくて持続可能な生活で冬を楽しみましょう！

断熱の重要性１
　冷気や熱気の侵入を防ぐために、窓やドアの隙間をふさぎ、
外壁や屋根の断熱性を改良することで、冷暖房の効率が高めら
れ、エネルギーコストを削減できるほか、室温差などで引き起
こされるヒートショックの予防にもつながります。

エネルギー効率の高い家電の購入などで
省エネ

３

　省エネルギー性能の高い製品を選んだり、節電節水をすることで、
エネルギーの消費を減らしましょう。

暖房の温度設定の適正管理２
　室内温度を最適な温度に保つことで、無駄な
エネルギーの消費を防ぎ、快適に過ごすことが
できます。

寒い冬の季節になると暖房の使用による電力消費量が増加するため、
エネルギー効率の向上や電力消費量の削減が重要です！

三村さん

市ホームページ
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笠
間
市
住
吉
に
あ
る
教
住
寺
は
、
宍し

し
ど戸
朝と

も
し
げ重（
朝と

も
さ
と里
・

朝あ
さ
い
え家
）
が
開
山
で
、
住
吉
山
松
林
院
と
号
す
る
時
宗
の

名め
い
さ
つ刹
で
す
。
時
宗
の
開
祖
は
捨す

て
ひ
じ
り聖
と
崇あ

が

め
ら
れ
た
一

遍
上
人
で
、
本
山
は
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
清し

ょ
う
じ
ょ
う
こ
う
じ

浄
光
寺

（
遊ゆ

ぎ
ょ
う
じ
行
寺
）
で
す
。
貞じ

ょ
う
わ和
二
年（
一
三
四
六
）、
朝
重
が
天

台
宗
の
廃
寺
に
新
た
に
時
宗
の
他た

阿あ

自じ

空く
う

を
招
い
て
住
吉

道
場
を
開
き
、
そ
れ
が
教
住
寺
に
な
り
ま
し
た
。

宍
戸
朝
重
は
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
、
建
武
の
新
政
・
南

北
朝
の
動
乱
期
に
足
利
尊
氏
に
従
い
、
各
地
を
転
戦
し
戦

功
を
挙
げ
ま
し
た
。『
太
平
記
』に「
宍
戸
安あ

き
の
か
み
芸
守
ハ
物
馴

タ
ル
剛
ノ
者
」
と
評
さ
れ
、
関
東
に
そ
の
名
が
轟と

ど
ろ

い
て
い

ま
し
た
。
各
地
を
転
戦
し
な
が
ら
、
小
鶴
荘
を
地
頭
請う

け
し
ょ所

と
し
て
支
配
し
、
湯
崎
の
字あ

ざ
か
ん
な
い

館
内
に
湯
崎
城
を
築
い
て
い

ま
す
。

戦
乱
の
時
代
を
生
き
た
朝
重
は
、
他
阿
自
空
と「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
を
通
し
て
、
当
地
方
の
平
和
と
救
済
を
祈
願

し
ま
し
た
。
当
地
方
は
、
交
通
の
要
衝
で
東
南
に
向
え
ば

鹿
島
へ
、
途
中
の
柏
井
地
区
に
は
親
鸞
伝
説
が
残
っ
て
い

ま
す
。
西
に
行
け
ば
垂し

だ
れ
や
な
ぎ柳（
小
原
）・
笠
間
・
下し

も
つ
け野
国（
栃

木
県
）
に
通
じ
て
い
ま
す
。
教
住
寺
の
縁
日
は
、
参
詣
客

で
溢あ

ふ

れ
、
門
前
に
市
が
立
つ
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
賑に

ぎ

わ
い

だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

繁
栄
を
極
め
て
い
た
教
住
寺
も
、
戦
国
・
安
土
桃
山
時

代
に
な
る
と
、
宍
戸
氏
が
衰
退
し
、
檀だ

ん
な那
を
失
い
困
窮
に

陥
り
ま
し
た
。江
戸
時
代
に
な
る
と
、北
出
羽
地
方（
秋
田
）

か
ら
秋
田
実さ

ね
す
え季
が
五
万
石
で
宍
戸
に
入
封
し
ま
し
た
。
元

和
二
年（
一
六
一
六
）、
教
住
寺
は
火
災
に
よ
り
堂
宇
を

失
い
ま
し
た
が
、
秋
田
氏
の
支
援
に
よ
り
復
興
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
正
保
二
年（
一
六
四
五
）、
秋
田
氏
が

三
春（
福
島
県
）
に
転
封
と
な
り
、
宍
戸
地
方
は
幕
府
領

と
な
り
ま
し
た
。
慶
安
元
年（
一
六
四
八
）、
幕
府
よ
り

朱
印
地
七
石
が
授
け
ら
れ
、
さ
ら
に
寛
文
四
年（
一
六
六

四
）
に
は
水
戸
藩
主
徳
川
光
圀
か
ら
鐘
楼
堂
の
寄
進
を
受

け
ま
し
た
。
天て

ん
な和
二
年（
一
六
八
二
）、
光
圀
の
弟
松
平

頼よ
り
か
つ雄
が
宍
戸
藩
主
と
な
り
、
教
住
寺
を
支
援
し
ま
し
た
。

明
治
に
な
っ
て
、
神
仏
分
離
令
・
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
に
よ
り
存

亡
の
危
機
に
瀕ひ

ん

し
ま
し
た
が
、
住
職
・
檀
信
徒
の
尽
力
で

危
機
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治

三
十
九
年（
一
九
〇
六
）
五
月
に
本
堂
・
庫く

裡り

・
熊
野
社

な
ど
を
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
同
年
八
月
に
仮
本
堂

兼
庫
裡
を
急
ぎ
再
建
し
て
、
か
ろ
う
じ
て
風
雨
を
凌し

の

ぎ
ま

し
た
。さ
ら
に
大
正
中
期
に
も
暴
風
に
よ
り
山
門
が
倒
壊
、

昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
）
に
は
鐘
楼
の
焼
失
と
苦
難
が

続
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）
に
現
在
の
本
堂
が
再
建

さ
れ
、
そ
の
後
、
客
殿
・
書
院
・
観
音
堂
が
復
興
し
、
庭

園
・
墓
地
も
整
備
さ
れ
、
か
つ
て
の
名
刹
の
風
貌
を
取
り

戻
し
ま
し
た
。

教
住
寺
の
本
尊
は
銅
造
阿
弥
陀
三
尊
像（
善
光
寺
式
、

籾も
み

含
み
の
阿
弥
陀
如
来
）
で
、
笠
間
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
宍
戸
の
新
善
光
寺
の
銅
像
阿
弥
陀
三

尊
像（
市
指
定
文
化
財
）
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

閻え
ん
ま魔
大
王
・
十
王
像
・
四
天
王
像
・
観
音
像
・
琵
琶
を
持

つ
弁
財
天
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。『
一
遍
上
人
絵
詞

伝
縁
起
』・『
播
州
問
答
集
』・『
一
遍
上
人
語
録
』・『
六
條

縁
起
』・『
浄
業
和
讃
』
な
ど
の
貴
重
な
書
籍
も
保
存
し
て

い
ま
す
。
連
歌
の
始
祖
と
い
わ
れ
る
菅
原
道
真
の
画
像
も

あ
り
、
そ
の
前
で
歌
会
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
住
吉
共

有
墓
地
に
は
、
宍
戸
朝
重
供
養
碑
と
三
基
の
五
輪
石
塔
が

立
っ
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
、
ケ
ヤ
キ
・
マ
ツ
・
シ
ュ
ラ
・
コ
ウ
ヤ
マ
キ

な
ど
の
大
樹
、
ウ
メ
・
サ
ク
ラ
・
ア
シ
ビ
・
ツ
ツ
ジ
・
ア

ジ
サ
イ
・
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
モ
ミ
ジ
な
ど
四
季
折
々
の
花
が

き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。

現
住
職
は
、
一
遍
上
人
の「
踊
念
仏
」
を
復
興
さ
れ
ま

し
た
。
修し

ゅ
に
え
貮
会
・
開
山
忌
・
六
時
礼
讃
な
ど
の
行
事
を
厳

修
し
て
い
ま
す
。
茨
城
県
の
時
宗
寺
院
の
中
で
も
特
異
な

存
在
で
す
。
文
化
財
を
保
護
し
、
地
方
文
化
の
発
信
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
市
史
研
究
員
　
南み

な
み 

秀ひ
で
と
し利
）

第75回

宍
戸
安
芸
守
朝
重
開
山
の
教
住
寺

宍戸朝重供養碑と五輪石塔

教住寺本堂

●問  生涯学習課（内線382）



図書館
かさま

TEL.0296-72-5046
X
エックス

（旧ツイッター） @kasama_klib

ともべ
TEL.0296-78-1200
X
エックス

（旧ツイッター） @tomobe_klib

いわま
TEL.0299-45-2082
X
エックス

（旧ツイッター）  @iwama_klib
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各館の行事予定 いわま

かさま

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時〜）
　１月11日（木）
　＊場所：岩間子育て支援センター くりのこ

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時〜）
　１月13日（土）〈めだかクラブ〉
　１月20日（土）〈ハッピーまろん〉
　１月27日（土）〈お話の会サルビア〉

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時～）
　１月05日（金）、１月19日（金）
◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
　１月14日（日）〈アイアイ〉
　１月21日（日）〈ハッピー〉
　１月28日（日）〈はぁとtoはぁと〉
◆ギャラリー
　１月19日（金）～３月05日（火）
　　「桃宴」（とうえん）

ともべ ◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時～）
　 １月18日（木）
◆ギャラリー
　１月08日（月・祝）～１月21日（日）
　　「写真展示」　茨城写真連盟笠間支部
　１月23日（火）～２月04日（日）
　　「水墨画展示」　笠間墨水会
◆ブックdeトーク（一般向け　午後１時30分～３時）
　１月28日（日）

12月の
休館日

11日（月）・18日（月）・25日（月）・
29日（金）～31日（日）全館
7日（木）・27日（水）友部、
12日（火）～14日（木）岩間、21日（木）笠間・岩間

１月の
休館日

1日（月・祝）〜3日（水）・9日（火）・15日（月）・22日（月）・
29日（月）全館
25日（木）笠間・岩間、31日（水）友部

★友部図書館　
　「お年玉本」・「福袋本」の貸し出しを行います

★「としょかん１年生パック」
　もう受け取りましたか

　年代やテーマに合わせた本（２～３冊）にプレゼント
が入った「お年玉本」と、テーマに合った本だけが入っ
た「福袋本」を貸し出します。
　どんな本が入っているかは、開けてみてのお楽しみ！
日　時 ： 令和６年１月４日（木）～８日（月・祝）
　　　　　  ※なくなり次第終了となります。
年　代 ： 幼児、小学生（低学年、中・高学年）、大人

　令和５年４月に小学１年生になった皆さんを対象に
「としょかん１年生パック」をお渡ししています。
　入学式で配布された「ひきかえ券」をお持ちのうえ、
ご来館ください。「ひきかえ券」がない場合は、窓口ま
でお申し出ください。
　受け取り期限は令和６年３月31日（日）までです。
　ぜひ、お子さんと一緒にお近くの図書館までお越しく
ださい（保護者の方だけではお渡しできません）。

　年末年始の休館にともない、12月15日（金）から28日（木）まで貸出期間を３週間に延長します。

★年末年始休館と３週間貸出について

令和５年12月
令和５年12月29日（金）

～令和６年１月３日（水）

令和６年１月

21日
（木）

22日
（金）

23日（土）
24日（日）

25日
（月）

26日
（火）

27日
（水）

28日
（木）

４日
（木）

５日
（金）

笠間 休館 午前９時
〜

午後７時

午前９時
〜

午後５時
休館

午前９時
〜

午後７時

開館 午前９時
〜

午後５時
休館

午前10時
〜

午後５時

午前９時
〜

午後７時
友部 開館 休館

岩間 休館 開館



20広報かさま 2023年12月号　ダイバーシティ笠間を目指して



　・じゃがいも（うす切り）…………… ３個（400g）
　・玉ねぎ（うす切り）………………………… 150g
　・にんにく（うす切り）……………………… １かけ
　・牛乳 ……………………………………… 300㎖
　・バター ……………………………………… 30g
　　　・しょうゆ ……………………小さじ１（６ｇ）
　　　・塩、こしょう ………………………… 少々
　・ピザ用チーズ ……………………………… 50g

❶鍋に、じゃがいも・玉ねぎ・にんにくを入れ、そこに牛乳・バターを入れる。
❷中火にかけ、へらで混ぜながらとろみがつくまで加熱する（火力は調整してくだ
さい）。じゃがいものでんぷんでとろみがつきます。
❸Aの調味料を入れ、味をととのえる。
❹食材に火がとおり、とろみがついたら、耐熱皿に移して、上からチーズをかける。
❺トースターで1000W、５～８分程度焼く。
❻こんがりと焦げ目がついたら完成。

●材料（４人分）

●栄養成分（１人分）

主食（ごはん、パン、麺）
副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理）
主菜（肉、魚、卵、大豆料理）
牛乳・乳製品
果物

詳しくは 食事バランスガイド 検索

…… 食事バランスガイド ……

0SV
２SV
0SV
1.5SV
0SV

1 2 3 4 5

1 2

1 2 1 2

3 4 5

6

1 72 3 4 5 6

207kcal

6.9g

11.3g

21.8g

10.5g

0.9g

簡単ポテトグラタン

　簡単にできる「揚げない鮭の南蛮漬け」と「小松菜と厚揚げのナムル」
の作り方を動画で配信中！
　簡単にできるレシピですので、ぜひ作ってみて
ください。

　右の二次元コードを読み込んで、ご覧ください。
　（https://youtu.be/RvPe119yF-A）

　保健センター　TEL.0296-77-9145問

小麦粉を使わない！

毎月20日は減塩の日毎月20日は減塩の日

「いばらき美味しおDay」
減塩に取り組みましょう！

おい

【レシピの減塩のコツ】
じゃがいもでんぷんの
とろみで、簡単にルウが
つくれます。

21 かさま食彩　広報かさま 2023年12月号



こんな出来事ありました

コンデキ

ラグビー教室の様子

笠間中学校でのブンタン贈呈式の様子

（写真左は台北駐日経済文化代表處 蔡
さい

次長）

北川根小学校での交流の様子

レジャー農業関係の皆さんが来訪

台灣原住民舞蹈『Aboriginal Unity』の皆さんとの記念撮影（笠間浪漫）

「産地開放日」イベントの様子

22広報かさま 2023年12月号　コンデキ

　流通経済大学ラグビー部の監督１名と選手２名の皆さんによる「ラグビー教室」
が、大原小学校の１・２年生を対象に行われました。
　選手たちはもちろん、児童の保護者の皆さんも参加して親子でパスやラン、ボ
ール運びなどで協力したり、チーム戦があったりと、楽しめるような内容が盛り
だくさんで、終始笑顔あふれる教室になりました。
　流通経済大学ラグビー部の皆さん、ありがとうございました。

　今年１月から３月まで北川根小学校と英語の授業を通じて
オンライン交流をしてきた台湾の渓

けいこう

口小学校の児童の皆さん
が、９月20日に北川根小学校を訪問し、ついに対面交流が
実現しました。
　また、台湾農業部農糧署から、今年も台湾のブンタンを贈
呈いただき、市内すべての中学校・義務教育学校（後期課程）
の給食で提供されました。笠間中学校では９月21日に交流
給食が行われ、「甘くて美味しい」と生徒たちは感激してい
ました。
　市では、これからも子どもたちの豊かな国際性を養うため
のさまざまな交流を続けていきます。

　台湾のレジャー農業関係の政府関係者や大学教授、経営者
の皆さん約40名が、８月31日～９月２日と９月７日～９日
の２回にわかれて市を訪れました。市内の農業関係施設を中
心に訪問し、笠間の農産物や地場産品の活用方法などを視察
しました。
　そして、10月７日〜９日まで開催された「第12回笠間浪

ろまん

漫」
では、台湾フェアが開かれたほか、台湾先住民の皆さん

「台
たいわん

灣原
げんじゅうみん

住民舞
ぶとう

蹈『A
アボリジナル

boriginal U
ユニティ

nity』」が本場の素敵なパフ
ォーマンスを披露し、会場から大きな拍手がおくられました。
　また、市から台湾へ出向き、台湾最大の陶磁器のまちであ
る新

シンペイ

北市鶯
インクー

歌で開催された陶磁器イベント「産地開放日」へ
10月６日に参加し、笠間焼の展示販売や笠間焼作家の菊

きくち

地
弘
ひろし

さんによるワークショップを行いました。
　これからも笠間市と台湾は、互いに往来しながら継続した
交流を行っていきます。

ラグビー選手から直接教わりました

台湾との友好交流 
～学校編～

台湾との友好交流 
～視察とイベント編～

９/14



こんな出来事ありました

コンデキ

年長の皆さん

年中の皆さん

（左から）山口市長、明治安田生命保険相互会社 水戸支社 中
なかひら

平康
やすひろ

弘支社長

ボートレースチケットショップ岩間 菊展示の様子

（左から）（株）茨城ロボッツ・スポーツエンターテインメント 西
にしむら

村大
だいすけ

介代表
取締役社長、山口市長

23 コンデキ　広報かさま 2023年12月号

　ともべ保育所の年中・年長さんが、市内のかねこ農園で栗
拾い体験をしました。
　ほとんどの子どもたちが初めての栗拾い体験でしたが、同
農園の金

かねこ

子さんから丁寧に教えていただき、上手に安全に栗
を拾うことができました。
　子どもたちは、大きく、つやつやした栗に夢中で、大満足
な表情でした。
　金子さん、ご協力ありがとうございました。

　ボートレースチケットショップ岩間は、浜
はまなこ

名湖競艇企業団
（静岡県浜

はままつ

松市・湖
こさい

西市）がモーターボート競走法に基づい
て開場しているボートレースの場外発売場です。
　同企業団は、市と協定を締結しており、毎年売上の一部（令
和４年度は約4,440万円）が地域貢献の一環として市に支払
われ、市では行政運営の貴重な財源として活用しています。
　また、「笠間の菊まつり」期間中には同施設に菊を展示し、
多くの来場者へPRを行うなど、地元から愛される施設を目
指した取り組みを行っています。

栗拾い、楽しかったよ

ボートレースの売り上げが
地域貢献に！

９/13
　明治安田生命保険相互会社から711,500円の寄附をいただ
きました。
　今年で４回目となるこの寄附は、同社従業員の皆さんの「豊
かな地域社会づくりを応援するために」という思いが込めら
れた募金と、同社からの寄附である「私の地元応援募金」を
合わせていただいたものです。
　いただいた寄附は子育て施策の財源として活用させていた
だきます。
　ご厚意に感謝します。

「私の地元応援募金」などの
寄附をいただきました

９/25

　「笠間市と株式会社茨城ロボッツ・スポーツエンターテイ
ンメントとのフレンドリータウン協定」の締結式が市役所で
行われました。
　この協定は、市と茨城ロボッツのそれぞれの資源を有効活
用することで、スポーツを通じた地域振興や青少年の健全育
成、市民の健康増進等の実現に資することを目的としていま
す。
　皆さん、一緒に茨城ロボッツを応援しましょう！

フレンドリータウン協定を
締結しました

９/27



（左から）笠間警察署 星
ほし

健
けんじ

二副署長、

　　　　関鉄水戸タクシー（株） 江
えばし

橋庄
しょういち

市代表取締役社長、小沼教育長　　

（右上）寄贈いただいたリフレクター

出発式の様子（市役所本所）

笠間市を通過する
クラシックカー

（門前通りにて）

車内の様子 小中学生向けの解説も行いました現場見学会の様子

24広報かさま 2023年12月号　コンデキ

　関東鉄道株式会社から市内の新小学生575名分のリフレク
ター（反射板）が贈呈され、市教育長室で贈呈式が行われま
した。
　これは、同社が創立100周年記念事業の一環で行っている
もので、笠間市を含めた県内の同鉄道や路線バスの沿線の小
学１年生に寄贈されています。
　このリフレクターは、ランドセルに付けて使用できるキー
ホルダー型で、安全な登下校の助けとなってくれます。
　寄贈いただき、ありがとうございました。

　「重要文化財 笠間稲荷神社本殿 保存修理工事」の現場見学
会を同神社で開催しました。
　今回の本

ほんがわらがた

瓦形銅
どうばん

板葺
ぶ

き屋根の全面葺き替えは、江戸時代後
期の建立以来初めてとなる大規模な保存修理工事です。文化
財の保存修理は、できる限り既存の部材を丁寧に外して補修
し、元あった場所に戻すという手法で、時間と手間がかかり
ます。参加者は工事関係者の説明に熱心に耳を傾けながら貴
重な文化財を間近で見学し、先人たちの技と長い歴史に想い
を馳せました。
　工事完了は令和７年３月を予定しています。職人技の結集
により修復された本殿屋根のお披露目にご期待ください。

　市と株式会社日立製作所、株式会社日立システムズ、
M

モネ
ONET T

テクノロジーズ
echnologies株式会社が連携してデジタル活用に

よる課題解決の一環として取り組む「動く市役所」の出発式
が行われました。
　動く市役所は、車の中に「汎用デジタル窓口」を搭載し、
市役所職員とのビデオ通話による相談や申請支援等を実施す
ることができます。
　10月17日から福原地区で本格的に運用を開始し、今後、
段階的にサービスの拡大を進めていきます。

　クラシックカーが公道を走る
「ラ フェスタ ミッレミリア2023」
が、10月６日に東京都の原宿
をスタートし、笠間市内も通過
しました。
　このイベントは、茨城県のほ
かにも福島県や栃木県を通過
し、約1,000キロを走行する大
規模なものです。
　市内通過の際は、チェックポ
イントとなっている笠間稲荷神
社で山口市長がドライバーの通
過証明書にスタンプを押しまし
た。また、笠間稲荷囃子保存会
の皆さんが歓迎の演奏などを行
い、盛大にお出迎えしました。

子どもたちの安心安全のため
に寄贈いただきました

文化財を継承していくために

動く市役所がいよいよ出発

たくさんのクラシックカーに
大興奮！

９/27

９/29・30

10/10

10/８



堀川さん

大会入賞者と大会関係者の皆さん 訓練の様子 

25 コンデキ　広報かさま 2023年12月号

　2024年パリオリンピックで正式種目となるブレイキン
（ブレイクダンス）の県内最大規模の大会「B

ブレイキン

reakin' 1
ワン

 o
オン

n 1
ワン

 
B

バトル

attle K
カサマ

ASAMA 舞
ぶとうえん

闘炎 Vol.01」が、笠間芸術の森公園の野
外コンサート広場で開催され、全国から141名が出場しまし
た。
　大会名の「舞闘炎」はオリジナルの名称で、宙を「舞い」踊
り、躍動するブレイキンの「闘志」溢

あふ

れる、「炎」のような熱
いバトルをイメージして名づけられました。そのイメージ通
り、当日は熱いバトルが繰り広げられ、会場は大興奮に包ま
れました。
　入賞した皆さん、おめでとうございます。

　災害時の応急給水のための訓練が笠間中央公園で行われま
した。
　今回の訓練は初の実施で、市水道課と市の水道事業を包括
委託している第一環境株式会社の合同で開催。被災者へ水を
配布するという想定で、「消火栓から給水車への充水」と「給
水車から災害用給水袋への給水」が行われました。
　市では今後も、いろいろな災害の状況を想定したさまざま
な訓練を行っていきます。

初開催！県内最大規模の
ブレイキン大会

初の試み！
災害時の応急給水訓練を実施

10/22 10/18

　笠間市ダイバーシティ＆インクルージョン推進講演会「今、事業者として知っておき
たいLGBTQ+2023」が友部公民館で開催されました。
　「ダイバーシティ」とは多様性を尊重すること、「インクルージョン」とは互いに認め
合い共生することです。講演会には、自身もトランスジェンダーである株式会社アカル
ク（大阪市）の堀

ほりかわ

川歩
あゆむ

さんが講師として登壇しました。
　講演後に質問コーナーもあり、堀川さんが一人ずつ丁寧に答えていました。

　世界で発生した災害で被災された方々への支援のため、２月10日～３月10日に「トルコ・シリア地震災害支援義援金」、９月
１日～28日に「2023年アメリカ・ハワイ火災救援金」、９月13日～10月13日に「2023年モロッコ地震救援金」の募金活動を市役
所本所と各支所で実施しました。また、トルコ・シリア支援義援金は市内の施設や学校でも募金活動が行われ、市役所にお持ち
いただきました。
　皆さんからの募金は、それぞれ駐日トルコ共和国大使館、駐日シリア・アラブ共和国大使館、日本赤十字社を通じて寄附しました。
　ご協力ありがとうございました。

多様性を尊重し合う社会を目指して

募金のご協力ありがとうございました

10/15



HOT  PEOPLEかさまびと

注目の笠間人を
紹介します

上市原子供会・上市原子供育成会の皆さん

受賞された皆さん

ポンプ操法を披露する第４分団
（本戸地区）

優勝した第22分団（柏井・随分附地区）

清水さん

玉川祐子さん
（本名：中村りよさん）

はじめての
お誕生日について

●問 秘書課（内線229）

こちらのコーナーでは、１歳のお誕生日を迎えたお子さんの写真を保護者の皆さんからご提供いただ
き掲載しています。写真の提供方法は、毎月保健センターで行う一歳児相談の案内通知や右の二次元コー
ドからご確認いただくか、市ホームページで「はじめてのお誕生日」と
検索してください。

1歳

石塚　龍希くん
いしつか　　　　 たつき

ひろみ
９月生まれ

母：宏美さん 野上　椋介くん
のがみ　　　　りょうすけ

かずき　　　　　　　　　　さき

10月生まれ

父：一樹さん　母：紗已さん

崎村　祐奈ちゃん

さきむら　　　　　ゆな

あきのり　　　　　　　　　ともこ

10月生まれ

父：亮徳さん　母：朋子さん

これからもたくさん食べて
大きくなってね！
誕生日おめでとう！

すくすく元気に
育ってね！

元気にのびのび
育ってね！

26広報かさま 2023年12月号　HOT PEOPLE

「道路ふれあい月間」
国土交通大臣表彰で感謝状

地域の防犯活動に尽力

国内最高齢の曲師が
故郷・笠間で演奏

少年相撲で全国準優勝

笠間市消防団が
県央地区大会で活躍！

　上市原子供会・上市原子供育成会に国土交通大臣表彰で感
謝状が授与されました。
　２つの団体は、昭和50年から現在まで48年間の長きにわ
たり、国道50号沿いで季節ごとに花の植え替えや除草、清
掃などを行っています。このような環境美化への多大な貢献
が評価され、今回の感謝状授与となりました。
　おめでとうございます。

　「第45回地域安全茨城県民大会」がザ・ヒロサワ・シティ
会館（茨城県民文化センター）で開催され、防犯活動に尽力
されている方々が、その功績を称えられ表彰を受けました。
　今年は、個人６名と１団体が受賞され、茨城県防犯協会の
地域安全功労者表彰を小

おぬき

貫憲
けん

さん（来栖）、石
いしかわ

川和
かずお

夫さん（大
田町）、優良防犯連絡員表彰を野

のざわ

沢勝
かつお

男さん（下市毛）、関
せきぐち

口
二
じろう

郎さん（長兎路）、斉
さいとう

藤義
よしひろ

宏さん（上郷）、山
やまだ

田一
かずお

夫さん（笠
間）、地域安全ボランティア団体表彰を吉岡一区防犯パトロ
ール隊（代表：茅

ちのね

根正
しょうじ

司さん）が受賞されました。
　受賞された皆さん、おめでとうございます。

　笠間出身の曲師、玉
たまがわ

川祐
ゆうこ

子さんが
笠間稲荷神社稲

とうこうかく

光閣で行われた「井
筒屋で落語と浪曲を楽しむ夕べ～祐
子百歳、笠間に帰る～」に出演し、
見事な演奏を披露しました。
　玉川さんはなんと100歳！国内最
高齢の曲師として、東京都内の演芸
場を拠点に活動しています。
　三味線の巧みな演奏に、会場の皆
さんは聞き入っていました。

　「第20回全国少年相撲選手権大会」
が、東京都立川市にあるアリーナ立川
立
たちひ

飛で開催され、市内在住で笠間小６
年の清

しみず

水泰
たいが

我さんが準優勝しました。
　清水さんは今年８月に行われた「第
38回わんぱく相撲全国大会」でも優勝
していて、全国レベルの大会で輝かし
い成績を収めています。
　準優勝おめでとうございます。今後
のさらなる活躍を期待しています！

　今年で第74回を迎える「茨城県消防ポンプ操法競技大会県
央地区大会」が茨城県立消防学校で開催されました。ポンプ
車操法の部には７チーム、小型ポンプの部には３チームが出
場し、熱戦を繰り広げました。
　笠間市からは、第４分団（本戸地区）、第22分団（柏井・
随分附地区）がポンプ車の部に出場し、見事な成績を収めま
した。
◆成績詳細

〈ポンプ車操法の部〉
優　勝： 笠間市消防団第22分団
	 （柏井・随分附地区）
敢闘賞： 笠間市消防団第４分団
	 （本戸地区）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆優秀選手賞

指揮者： 柴
しばぬま

沼　徳
のりあき

彰さん
	 （第22分団）     

２番員： 富
とみた

田　祥
しょうた

太さん
	 （第22分団）

３番員： 立
たちかわ

川　将
まさゆき

之さん
	 （第22分団）

４番員： 富
とみた

田　悟
さとる

さん
　	 （第４分団）

９/29

10/11

９/30

10/９

10/１



HOT  PEOPLEかさまびと

注目の笠間人を
紹介します

爆メシ祭2023の様子

大会の様子

はじめての
お誕生日について

●問 秘書課（内線229）

こちらのコーナーでは、１歳のお誕生日を迎えたお子さんの写真を保護者の皆さんからご提供いただ
き掲載しています。写真の提供方法は、毎月保健センターで行う一歳児相談の案内通知や右の二次元コー
ドからご確認いただくか、市ホームページで「はじめてのお誕生日」と
検索してください。

1歳

石塚　龍希くん
いしつか　　　　 たつき

ひろみ
９月生まれ

母：宏美さん 野上　椋介くん
のがみ　　　　りょうすけ

かずき　　　　　　　　　　さき

10月生まれ

父：一樹さん　母：紗已さん

崎村　祐奈ちゃん

さきむら　　　　　ゆな

あきのり　　　　　　　　　ともこ

10月生まれ

父：亮徳さん　母：朋子さん

これからもたくさん食べて
大きくなってね！
誕生日おめでとう！

すくすく元気に
育ってね！

元気にのびのび
育ってね！
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「第２回茨城県知事杯スケートボード大会 in かさま」開催
10/29

　15歳以下の中学生までを対象に、ビギナーから上級者まで４つのクラスに分かれ
てスケートボードの技を競い合う「第２回茨城県知事杯スケートボード大会」がム
ラサキパークかさまで開催され、今回は６歳から14歳まで、茨城県内外から48名が
出場しました。
　また、茨城県内のキッチンカーが集結する「爆メシ祭2023」も同時開催され、ス
ポーツと食のコラボレーションを多くの来場者が楽しんでいました。
　入賞者の皆さん、おめでとうございます。

■メンズ・ウィメンズ混合ビギナークラス

　優　勝：柴
しばた

田　晃
こうき

希さん
　第２位：橋

はしもと

本　希
のぞみ

実さん
　第３位：谷

やつ

津　葉
はる

塁さん

■メンズチャレンジクラス

　優　勝：梅
うめむら

村　憲
けんじ

司さん
　第２位：名

なとり

取　　和
やまと

さん
　第３位：小

こたき

瀧　蓮
れお

桜さん

■メンズオープンクラス

　優　勝：山
やまがた

縣　蒼
あおい

生さん　　　　
　第２位：梅

うめむら

村　敏
としひで

秀さん
　第３位：森

もりた

田　晴
はる

陽さん

■ウィメンズオープンクラス

　優　勝：大
おおにし

西　七
ななみ

海さん　　
　第２位：志

しち

智　優
ゆうさ

咲さん
　第３位：鶴

つるた

田　雛
ひなの

乃さん
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◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページでは、行政・災害などの
　さまざまな情報をお届けしています。
　https://www.city.kasama.lg.jp/

人口と世帯数

広報かさまがスマート
フォンで読めます

マチイロ

ebooks

令
和
５
年
12
月
号

常住人口11.１現在
（　）内は前月比較

●人　口：71,419人（－  30人）
　　　男：35,056人（－  03人）
　　　女：36,363人（－  27人）

●世帯数：29,857世帯（－  1世帯）
●10月の出生数：31人
●10月の死亡数：84人

令和５年12月７日発行

●問  笠間工芸の丘　TEL.0296-70-1313


